
「
」
石
工
〔
〕
言
白
白
こ
工
〔
〕
工
［
］
言
言
工
〔
〕
昌
之
「
」
石
工
［
］
工
〔
〕
工
〔
〕
工
［
］
工
［
］
言
否
否
工
〔
〕
言
今
庄
〔
〕
昌
之
〔
〕
工
田
田
四
工
［
］
工
［
］

（
厚
生
省
大
臣
官
房
政
策
課
長
）

　
厚
生
省
で
外
国
人
医
痙
一

問
題
を
担
当
し
て
い
る
同

省
大
臣
官
房
政
策
謀
の
谷

口
正
乍
課
長

に
聞
い
た
。

　
－
公
的
医

療
保
険
を
、

場
合
に
よ
っ
て
は
助
長
す

る
恐
れ
が
あ
り
、
困
難
だ
」

　
－
救
急
患
者
に
限
っ
て

で
も
公
費
で
医
療
保
障
す

る
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
「
公
的
資
金
で
医
療
費

を
手
当
て
す
る
こ
と
は
、

保
険
で
は
な
い
が
形
を
変

え
た
公
的
医
療
保
障
で
あ

り
、
同
じ
理
由
で
困
難
だ
」

　
Ｉ
人
道
上
国
際
的
に
問

題
視
さ
れ
か
ね
な
い
が
。

　
　
「
政
府
と
し
て
は
単
純

労
働
（
外
国
人
）
は
受
け

入
れ
な
い
と
い
う
基
本
方

針
が
あ
る
。
非
常
に
苦
し

い
問
題
だ
が
、
片
方
で
国

外
退
去
の
調
査
を
し
、
片

　
　
　
　
方
で
は
公
的
な

公
的
な
保
障
は
困
難

人
道
的
見
地
か
ら
不
法
滞

在
外
国
人
に
も
適
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
「
適
法
に
滞
在
し
て
い

る
外
国
人
に
は
、
内
外
人

平
等
の
原
則
で
、
公
的
な

医
療
保
障
の
仕
組
み
を
取

っ
て
い
る
。
し
か
し
不
法

滞
在
外
国
人
を
対
象
に
公

的
な
医
療
保
障
を
行
っ
の

は
、
不
法
滞
在
を
容
認
し
、

　
　
　
医
療
保
障
を
す

　
　
　
る
と
い
う
の
は

　
　
　
難
し
い
」

－
外
国
人
の
医
療
費
を

支
払
う
た
め
の
基
金
の
設

立
構
想
が
浮
上
し
て
い
る

が
。

　
　
「
推
察
す
る
に
、
公
的

保
障
が
無
理
な
ら
民
間
で

阿
ら
か
の
基
金
を
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
具
体

的
な
中
身
が
は
っ
き
り
し

て
お
ら
ず
コ
メ
ン
ト
で
き

な
い
」

(4昌閃閃r療)

　
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会

（
本
部
岡
山
市
）

の
国
際
医
療
情

国
に
き
ち
ん
と
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
国
民
投
票
す
る
く

ら
い
の
問
題
だ
と
思
う
。
た

だ
し
そ
れ
を
解
決
し
な
い
と

外
国
人
の
医
療
問
題
が
片
付

か
な
い
わ
け
で
は
な
い
」

　
－
具
体
的
に
は
何
が
で
き

る
。

　
　
「
一
つ
は
医
師
と
患
者
の

医
療
の
進
め
方
の
問
題
だ
。

医
療
機
関
が
患
者
の
支
払
い

　
　
　
　
　
可
能
な
範
囲
内

相
談
電
話
が
毎
月
1
0
0
本

報
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
世
田

谷
区
）
所
長
と
し
て
在
日
外

国
人
か
ら
の
医
療
相
談
を
受

け
な
が
ら
、
神
奈
川
県
大
和

市
で
開
業
す
る
小
林
米
幸
医

師
に
外
国
人
医
療
の
在
り
方

に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
‐
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

は
。

　
「
一
昨
年
四
月
か
ら
始
め
、

常
勤
の
ス
タ
タ
フ
を
置
い
て

外
国
人
か
ら
の
電
話
で
の
医

寮
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
月

平
均
百
本
近
い
電
話
が
入

る
。
病
院
の
紹
介
依
頼
や
日

本
の
医
療
制
度
の
問
い
合
わ

せ
が
多
い
。
こ
の
活
動
で
医

療
問
題
で
困
っ
て
い
る
外
国

人
の
相
当
な
郎
分
か
吸
い
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
残

り
は
行
政
の
問
題
だ
」

　
１
不
法
滞
在
外
国
人
が
日

本
で
医
療
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
病
院
の
未
収
金
発

生
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
「
外
国
人
単
純
労
働
者
を

受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、

で
最
大
限
の
診

察
を
し
、
医
療

費
を
い
か
に
安

く
上
げ
る
か
を
考
え
れ
ば
、

外
国
人
も
病
院
に
掛
か
り
や

す
く
な
り
、
病
院
の
未
収
も

も
っ
と
少
な
く
な
る
は
ず
。

も
う
一
つ
は
、
外
国
人
が
利

用
で
き
る
医
療
制
度
を
政
府

が
も
っ
と
既
報
す
る
必
要
が

あ
る
」

｢t二:皿皿幽皿
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